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『
性
し
ょ
う
り
ょ
う
し
ゅ
う

霊
集
』

　

自
分
の
心
を
知
る
事
は
、
仏
心
を
知
る
事
で
あ
る
。
仏
の
大
慈
悲
心
を
知
る
事
は
、
人
々

の
心
を
知
る
事
で
あ
る
。
自
心
・
仏
心
・
衆
生
の
心
が
平
等
一
如
で
あ
る
事
を
知
る
人
は
、

仏
の
悟
り
を
得
た
大
覚
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
―
―
と
い
う
意
で
あ
る
。

　

宗
教
は
心
を
対
象
と
す
る
。
心
は
自
分
に
も
あ
る
か
ら
、
ま
ず
自
分
の
心
を
観
察
す
る
事

で
あ
る
。
人
の
た
め
に
何
か
役
立
と
う
と
し
て
い
る
の
か
。
人
の
た
め
に
な
ら
な
い
事
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
人
を
害
さ
な
い
と
い
う
事
が
、
仏
教
の
基
本
で
あ
る
。

も
し
自
心
を
知
る
は
仏
心
を
知
る
な
り
。
仏
心
を
知
る
は
衆し
ゅ
じ
ょ
う生の
心
を

知
る
な
り
。
三
心
平
等
な
り
と
知
る
は
大だ

い
か
く覚
と
名
づ
く
。

　

皆
さ
ま
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
二
年
六
月
一
日
に
「
こ
ん
ご
う
さ
く
ら
保
育
園
」

を
無
事
開
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

安
芸
郡
府
中
町
か
ら
ご
依
頼
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
町
を
掲
げ
る

府
中
町
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
地
域
の
方
々
と
共
に
奔
走
致
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
子
育
て
世
代
の
家
族
の
皆
さ
ま
の
お
力
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

◎
尚
、
私
達
と
一
緒
に
働
い
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
寺
（
〇
八
二
─
二
八
二
│
五
六
六
二
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
二
種
類
の
三さ
ん
み
つ密

　

三
密
と
は
、「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と
普
及
し
ま
し
た
が
、

こ
の
三
つ
の
「
密
」
は
、
日
本
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感
染
が
起
こ
っ
た
場

所
の
共
通
点
を
探
し
た
際
に
、
三
つ
の
密
が
共
通
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
を
避
け
る
た
め
に
こ
の
三
密
を
控
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
宣
言
で
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
密
で
す
が
、本
来
は
仏
教
用
語
で
す
。（
と
り
わ
け
密
教
、真
言
宗
で
は
と
て
も
馴
染
み
が
深
い
）

　

仏
教
で
は
行
動
・
言
葉
・
想
い
を
三さ

ん
ご
う業

と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
こ
の
三
業
が
罪
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り
い
い
意
味
に
は
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
仏
さ
ま
の
行
動
・
言
葉
・
想
い
を
三
密
と
い
い
、
弘
法
大
師
の
即そ

く
し
ん
じ
ょ
う
ぶ
つ
ぎ

身
成
仏
議
と

い
う
著
書
の
中
に
、「
三さ
ん
み
つ密
加か

じ持
す
れ
ば
速そ
く
し
つ疾
に
顕あ
ら

わ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

密
教
で
は
「
行
動
・
言
葉
・
想
い
」
の
三
つ
を
整
え
る
こ
と
で
自
分
自
身
が
仏
さ
ま
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、「
生
き
た
ま
ま
仏
さ
ま
に
な
る
、
即
身
成
仏
」
を
達
成
す
る
た
め
に

修
行
を
す
る
の
で
す
。

　

三
密
の
修
行
と
は

　

・
身し
ん
み
つ密
（
身
体
・
行
動
）
仏
さ
ま
を
表
す
印い
ん

を
結
ぶ
。

　
　

自
分
自
身
の
行
動
を
見
直
し
、
み
ん
な
の
命
を
守
る
と
い
う
行
い
を
す
る
。

　

・
口く
み
つ密

（
言
葉
・
発
言
）
一
心
に
真
言
を
唱
え
る
。

　
　

自
分
の
言
動
を
見
直
し
、
正
す
。

　

・
意い

み
つ密
（
こ
こ
ろ
・
考
え
）
仏
さ
ま
の
こ
こ
ろ
の
境
地
を
観
念
す
る
。

　
　

自
分
の
心
の
揺
れ
動
き
を
観
察
す
る
。

　

実
践
の
方
法
は
、
行ぎ
ょ
う
じ
ゃ者
の
三
業
（
身し
ん

・
口く

・
意い

）
と
仏
の
三さ
ん
み
つ密
（
身し
ん

・
口く

・
意い

）
と
加

持
感
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
さ
ま
と
一
体
に
な
る
体
験
を
通
し
て
悟
り
が
開
か
れ
て
い

く
よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
主　

九
拝

　
社
会
福
祉
法
人 
中
央
正
聖
愛
育
会

　
こ
ん
ご
う
さ
く
ら
保
育
園 

新
園
舎
完
成
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真
言
八
祖
（
八
祖
大
師
）

　

こ
の
度
、
本
堂
内
陣
に
長
年
夢
で
あ
っ
た
「
真

言
八
祖
」
図
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
正
観
寺
の

ご
本
尊
さ
ま
、
お
大
師
さ
ま
、
各
仏
さ
ま
も
、
仏

法
興
隆
、
寺
門
興
隆
を
大
変
慶
ば
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
寺
宝
と
し
て
大
切
に
受
け
継
い

で
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
密
教
は
、
そ
の
後
中
国
の

高
僧
に
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
は
九
世
紀
の
初
め

入
唐
し
た
お
大
師
さ
ま
が
こ
れ
を
継
承
し
て
日
本

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
真
言
宗
の
寺
院
で
は
、
お

大
師
さ
ま
ま
で
の
三
国
（
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
）

八
代
に
及
ぶ
こ
れ
ら
正
統
の
祖
師
を
八
祖
大
師
ま

た
は
「
伝
持
の
八
祖
」
と
し
て
大
切
に
お
祀
り
し

て
い
ま
す
。

　

真
言
宗
を
伝
承
さ
れ
た
龍
り
ゅ
う
み
ょ
う猛
菩
薩　

龍り
ゅ
う
ち智
菩

薩　

金こ
ん
ご
う
ち

剛
智
三
蔵　

不ふ
く
う空
三
蔵　

善ぜ
ん
む
い

無
畏
三
蔵　

一い
ち
ぎ
ょ
う行
三
蔵　

恵け
い
か果
阿あ
じ
ゃ
り

闍
梨　

弘
法
大
師
の
八
名

の
高
祖
を
真
言
八
祖
と
い
い
、
八
祖
大
師
と
い
い

ま
す
。

　

図
は
東
寺
伝
来
の
作
品
、
文
字
は
室む
ろ
お
じ

生
寺
伝

来
の
作
品
、
梵
名
・
漢
名
を
行
書
体
・
草
書
体
・

飛ひ
は
く
た
い

白
体
で
描
か
れ
て
お
り
、
お
大
師
さ
ま
直
筆
の

文
字
を
そ
の
ま
ま
複
製
・
複
写
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

お
大
師
さ
ま
は
、
毎
日
欠
か
す
こ
と
な
く
縁
の

あ
る
各
地
の
遺
跡
に
姿
を
現
し
て
人
々
の
こ
と
を

見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
守
ろ
う
十
善
戒
‼

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
不ふ
せ
っ
し
ょ
う

殺
生　

無
益
の
殺
生
は
し
な
い
事
。
特
に
人
間
を
殺
さ
な
い
事
。

②
不ふ
ち
ゅ
う
と
う

偸
盗　

他
人
の
物
品
を
盗ぬ
す

み
取
ら
な
い
事
。

③
不ふ
じ
ゃ
い
ん

邪
淫　

他
人
の
夫（
男
）・
妻（
女
）と
邪
恋
を
し
な
い
事
。

④
不ふ
も
う
ご

妄
語　

嘘う
そ

、
偽い
つ
わり
を
言
わ
な
い
事
。

⑤
不ふ

き

ご
綺
言　

言
葉
を
飾
っ
て
人
を
迷
わ
し
、
不
実
の
宣
伝
を
し
な
い
事
。

⑥
不ふ
あ
っ
く

悪
口　

人
を
罵の
の
しっ
た
り
、
人
を
害
す
る
よ
う
な
事
を
言
わ
な
い
事
。

⑦
不ふ
り
ょ
う
ぜ
つ

両
舌　

二
枚
舌
を
使
っ
て
人
の
和
を
離
間
さ
せ
な
い
事
。

⑧
不ふ
け
ん
ど
ん

慳
貪　

強
要
を
し
て
む
さ
ぼ
ら
な
い
事
。

⑨
不ふ
し
ん
に

瞋
恚　

怒
り
は
自
他
を
害
す
る
か
ら
、
怒
ら
な
い
よ
う
に
心
を
制
す
る
事
。

⑩
不ふ
じ
ゃ
け
ん

邪
見　

邪よ
こ
し
まな
見
解
に
陥お
ち
いら
な
い
よ
う
正
意
を
持
す
る
事
。

　

こ
の
度
篤と
く
し
ん
と

信
徒
さ
ま
に
、「
撫
で
五
鈷
杵
」
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
鈷
杵
（
密
教
法
具
の
一
種
）
と
は
、
金
剛
石
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
が
物
体
を

打
ち
砕
く
事
を
意
味
し
、
佛
教
で
は
釈
尊
の
説
法
は
す
べ
て
の
邪
心
・
煩
悩
・
悪

心
を
打
ち
砕
く
と
同
時
に
、
人
身
に
迫
る
諸
悪
魔
を
打
ち
払
う
意
味
で
す
。

　

皆
さ
ま
が
五
鈷
杵
を
静
か
に
撫
で
る
と
身
に
ま
つ
わ
る

諸
々
の
因
縁
や
押
し
寄
せ
る
諸
悪
運
を
防
ぐ
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。

　

お
大
師
さ
ま
が
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
も
そ
の
為
で
す
。

是
非
、心
に
念
じ
な
が
ら
撫
で
て
ご
利
益
を
お
受
け
下
さ
い
。

　

本
堂
内
外
陣
に
安
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も

お
参
り
下
さ
い
。

南
無
大
師
遍
照
金
剛

「
撫
で
五こ
こ
し
ょ

鈷
杵
」
ご
奉
納
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「
境
内
地
墓
地
」「
本
堂
　
納
骨
堂
」「
永
代
供
養
塔
」　
に
つ
い
て

◎
境
内
地
墓
地　

本
堂
納
骨
堂　

永
代
供
養
塔　

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
護
　
　
摩

　

護
摩
と
は
、
お
不
動
さ
ま
を
本
尊
と
し
て
そ
の
前
に
壇
を
設
け
、
護
摩
木
と
い

う
特
別
な
薪
を
た
い
て
所
願
の
成
就
を
祈
る
真
言
密
教
の
修
法
で
す
。
護
摩
の
火

は
お
不
動
さ
ま
の
智ち

え慧
を
象
徴
し
、
薪
は
煩
悩
を
表
し
ま
す
。
護
摩
は
火
を
焚
く

こ
と
に
よ
り
、
悪
い
煩
悩
な
ど
の
一
切
の
苦
を
焼
き
尽
く
す
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

護
摩
祈
願
は
、

　

１
つ
に
は
、
本
尊
さ
ま
に
報
恩
感
謝
の
た
め

　

２
つ
に
は
、
各
家
先
祖
諸
聖
霊
供
養
の
た
め

　

３
つ
に
は
、
自
分
の
罪
障
を
消
滅
し
佛
道
を
成
せ
ん
が
た
め

　

４
つ
に
は
、
人
々
の
苦
悩
を
滅
し
平
和
の
日
々
招
来
の
た
め

　

５
つ
に
は
、
一
切
法
界
に
利
益
を
廻
向
せ
ん
が
た
め

　

護
摩
の
祈
祷
を
通
じ
て
、
む
さ
ぼ
り
、
い

か
り
、
お
ろ
か
さ
と
い
う
心
の
迷
い
を
お
不

動
さ
ま
の
智
慧
の
炎
で
焼
き
つ
く
し
、
心
を

清
め
、
成
就
す
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

　

正
観
寺
で
も
、
本
堂
内
で
観
音
さ
ま
の
ご

縁
日
（
毎
月
18
日
10
時
30
分
よ
り
）
等
に
護

摩
祈
祷
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
僧
侶
・
先

達
が
御お

か

じ
加
持
を
い
た
し
ま
す
。
年
に
一
度
は

境
内
で
、
柴さ
い
と
う燈
大
護
摩
祈
祷
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
様
も
護
摩
の
炎
を
体
験
し
て
心
豊
か

な
生
活
を
お
く
り
ま
せ
ん
か
。
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│ 

新
元
号
「
令
和
」
記
念 

│

「
や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の

　
　
　
　
　
　ご
奉
納
に
つ
い
て

「
や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の
ご
守
護
を
頂
戴

し
、
日
々
の
安
心
の
糧
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　本
堂
内
に
ご
奉
納
さ
れ
て
も
、
仏
さ
ま
を
お

持
ち
帰
ら
れ
て
、
各
ご
家
庭
で
お
祀
り
頂
い
て

も
結
構
で
す
。

　台
座
の
記
載
は
い
か
よ
う
に
も
対
応
致
し
ま

す
。　現

在
、
六
十
体
弱
の
ご
奉
納
を
頂
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
数
に
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。



《
月
例
行
事
予
定
表
》

一
、
御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
ご
縁
日

　  

［
諸
供
養
・
諸
祈
願
（
護
摩
祈
祷
）・
昼
食
お
接
待
有
］

　
　
◎
毎
月
　
十
八
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

　
　
お
大
師
さ
ん
「
弘
法
大
師
」
ご
縁
日

　
　
　
　
　
二
十
一
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
　
　
　
※
（
二
月
・
三
月
・
八
月
）
除
く

二
、
般
若
心
経
　
写
経
教
室
　
月
二
回
程
度（
第
二
・
四
木
曜
）

　
　
平
日
昼
間
　
午
前
十
時
半
～
十
二
時

三
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室
　
月
二
回
程
度（
不
定
期
）

　
　
平
日
昼
間
　
午
後
十
三
時
～
十
五
時

　

一
、
四
月
十
一
日（
日
）～
十
二
日（
月
）  

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
奈
良
巡
拝
』 　

費
用 

四
〇
、〇
〇
〇
円
予
定

　

二
、
七
月
四
日（
日
）～
五
日（
月
）　　

 

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
石
鎚
山
参
拝
』 

費
用 

三
五
、〇
〇
〇
円
予
定

　

〒
七
三
五
―
〇
〇
二
九
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広
島
　
正
観
寺   

　

○
新
大
州
橋
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中（
旧
ソ
レ
イ
ユ
）近
く

　

◇
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
下
車
徒
歩
七
分

　

◇
バ
ス
停「
新
大
州
橋
」「
府
中
大
橋
」下
車
徒
歩
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
駐
車
場
有
り
）
正
　
観
　
寺

《
随
時
受
付
中
（
宗
派
不
問
）
》

　
　
　
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
内
地
墓
地
・
本
堂
納
骨
堂
・
永
代
供
養
塔

　
水
子
納
骨
堂
・
水
子
地
蔵
尊
・
や
す
ら
ぎ
観
音

　
正
観
寺
会
館
（
葬
儀
会
場
）
／
（
仏
前
結
婚
式
会
場
）

　
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・
永
代
供
養

　
護
摩
祈
祷
・
厄
除
け
・
お
焚
き
上
げ
・
諸
祈
願
・
仏
事
全
般
等
々

　
随
時
本
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
可

検
索
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令
和
三
年
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　年
間
行
事
予
定
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一
〜
三

十
八三十

四
中
旬

二
十
一

一
〜
三
十

十
一
〜
十
二

二
十
一

一
〜
三
十
一

十
八

十
八

四
〜
五

二
十
一

上
旬

十
五

二
十
二

中
旬

十
八

一
〜
三
十
一

十
八

一
〜
三
十

十
八

十
八

三
十
一

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
）

初
観
音
ご
縁
日

星
祭
り
（
星
供
養
節
分
会

　北
斗
護
摩
祈
祷
）

観
音
大
祭
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

春
季
彼
岸
お
参
り

春
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

十
三
詣
り

奈
良
（
古
寺
名
刹
）
巡
拝

弘
法
大
師
ご
縁
日

十
三
詣
り

観
音
ご
縁
日

観
音
ご
縁
日
・ 大

柴
燈
護
摩
火
渡
り
・
福
餅
ま
き

ご
本
尊
供
・
土
砂
加
持
・
手
づ
く
り
市

青
葉
祭
り

（
弘
法
大
師
降
誕
会
）

秋
季
彼
岸
会

永
代
合
同
供
養
祭

霊
峰
石
鎚
山
参
拝

弘
法
大
師
ご
縁
日

盆
お
参
り

盂
蘭
盆
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

地
蔵
祭
り
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

秋
季
彼
岸
お
参
り

観
音
ご
縁
日
・

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

納
観
音
ご
縁
日

年
越
祭
（
除
夜
の
鐘
）

う

　ら
ぼ
ん
え

き
ゅ
う
り
加
持
祈
祷
・
護
摩
祈
祷

施
餓
鬼
供
養
・
演
奏
会

一二三四五六

七八九十十
一

十
二


